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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。
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□
市民ニーズ、
社会的役割
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今後の実施計画
の方向性・内容
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決算額　(千円)
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

事業概要

一般財源の比率（％） 100.0 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　各助成制度の活用やイベントを通じた普及・啓発等に
より、社会情勢の変化や多様化する市民ニーズに対応
した、制度の総合的な見直しを行い、効果的にみどりの
まちづくりを推進していくことが必要です。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

事業概要

みどり推進、みどり普及・啓発、みどり政策

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

【千里の竹あかりの市制施行８０周年記念による拡充】
　「千里の竹あかり」、「たけのこ掘り」の啓発イベントについては、新型コロナウイルス感染拡大の影響
により、令和2年度は、中止しました。

　みどりのまちづくりを推進するため、緑地保全、緑化推進の助成を伴う制度（樹木等保護制度、みどり
の協定制度、生垣設置事業助成金等交付制度、大気浄化植樹助成制度）の運用、啓発イベントの開催
等市民との連携・協働によるみどりのまちづくりを推進する。
(1)みどりの協定制度
　接道部の緑化推進を図るため、吹田市と緑の協定を締結した者に対し、樹木等の配付を実施した。
　　配付団体数　平成30年度23件、令和元年度21件、令和2年度22件
(2)樹木等保護制度
　規則で定める基準に該当する樹木または樹林のうち、特に保護する必要があると認めるものを保護
樹林または保護樹木として指定する。
　　通算指定数　平成30年度54件、令和元年度51件、令和2年度51件

決算額　(千円) 1,285
※課題があるものは■

管理事業 緑化推進事業 所管部局 土木部

1
所管
室課

公園みどり室 事業名 緑化推進事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 613 施策 みどりの保全と創出
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事業名
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